
 

これは、幼いころを素直ないい子として過ごした、圷
あくつ

歩
あゆむ

という男の人生

の物語です。歩は、父 憲太郎、母 奈緒子、姉 貴子の弟として、イラン

で生まれました。圷家は、父親の仕事により、イラン・大阪・エジプト・そ

してまた大阪と移り住んでいくことになります。 

 上巻を読んでいる時は、特別な一家の話かと思いますが、下巻まで読み進

めていくにつれ、だんだんと共感できる箇所が増えていくかと思います。最

後には、自分の信じるもの・自分の芯を考えさせられます。 

なので、上・下巻まとめて読むことをオススメします。 
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